
(1)令和 7年 1月 6日 警 友 し ま ね 第39号

島根県警友会
連合会事務局

松江市殿町 8番地 1

島 根 県 警 察 本 部

電 話 (26)0110
松江水燈路 (松江城周辺をライ トアップする光のイベン ト)

ご

あ

い
さ

島
根
県
敬言
友
会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員

の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
と
も
ど
も
輝
か
し
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
、
島
根
県
警

友
会
連
合
会

の
活
動
各
般
に
わ
た
り
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
県
警
友
会
費

の

値
上
げ
を
二
〇
年
ぶ
り
に
行

い
、
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ

の
諸
物
価
高
騰

の
お
り
、
よ
り
効
率
的

な
運
用
を
図

っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て

お
り
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

昨
年

一
〇
月
、
松
江
市
内
に
お
い
て

米
村
全
国
警
友
会
連
合
会
会
長
、
丸
山

島
根
県
警
察
本
部
長
、
ま
た
中
国
五
県

〈
ム
ＦⅨ

の
警
友
会
長
等

の
出
席

の
も
と
中
国
警

友
会
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
で
は
、
各
県
と
も
警
友
会
員

の

減
少
と

い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
点
で

あ
り
ま
し
た
。
定
年
延
長

の
影
響
等
も

あ
り
ま
す
が
、
退
職
す
れ
ば
警
友
会
に

入
る
と

い
う
こ
と
が
当
た
り
前
で
育

っ

て
き
た
世
代
か
ら
は
信
じ
ら
れ
な

い
こ

と
が
現
実
に
起

こ

っ
て
き

て
い
ま
す
。

頭
の
痛
い
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
な
こ
と
の
よ
う
で
す

が
、
島
根
県
警
察
に
あ

っ
て
は
警
察
官

採
用
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の

後
輩
と
な
る
べ
き
人
材
が
皆
様

の
ご
家

族
、
お
知
り
合

い
等

に
お
ら
れ
れ
ば
是

非
と
も
受
験
を
推
奨
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

そ
う

い
う
な
か
最
近
、
「
恩
送
り
」
と

・
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第39号 警 友 し ま ね 令和 7年 1月 6日 (2)

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
し
た
。
「恩
返
し
」

と
は
異
な
る
意
味
合

い
で
使
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
、
お
返
し
で
は
な
く
不
特
定

多
数

へ
恩
を
繋
ぐ
こ
と

の
よ
う

で
す
．

我

々
は
縁
あ

っ
て
警
察
官
、
警
察
職
員

を
拝
命
し
て
約
四
〇
年

の
長
き
に
わ
た

り
勤
め
上
げ
人
生

の
半
分
以
上
を
警
察

組
織
で
過
ご
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
警
察
組
織
に
対
す

る

「
恩
」
を
後
輩
、
現
職

の
皆
さ
ん
に

繋

い
で
い
く
こ
と
か
な
と
考
え

て
い
ま

す
。警

友
会
か
ら
の
島
根
県
警
察

へ
の
支

援
、
協
力

の
あ
り
方
、
ま
た
警
友
会

の

諸
活
動
も
時
代
に
マ
ツ
チ
し
、
し
な
や

か
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
警
友
会
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
り

一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
島
根
県
警
察

の
益

々
の
ご
活

躍
、
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
家
族
共
々

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年

の
あ

い
さ

つ
と

い
た
し

ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
警
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
警
察
行
政
の
各
般

に
わ
た
り
、
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
七
月
に
着
任
し

て
以

降
、
夕
暮
れ
時
に
空
と
水
面
が
刻

一
刻

と
神
秘
的
に
変
化
す
る
宍
道
湖
の
様
子

や
、
松
江
水
郷
祭
に
お
け
る
華
や
か
な

花
火
の
数
々
を
の
ど
か
に
見
入

っ
て
い

る
方
々
、
甲
子
園
に
お
け
る
大
社
高
校

の
大
躍
進
に
熱
狂
す
る
ア
ル
プ
ス
ス
タ

ン
ド
、
そ
の
ほ
か
、
県
内
各
地
で
垣
間

見
ら
れ
る
風
情
溢
れ
る
街
並
み
や
緑
豊

か
な
情
景
を
拝
見
す
る
た
び
に
、
島
根

県

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
方
々
の
安
全

・
安
心
を
守
り
抜

丸

く
思

い
を
強
く
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
九
月
、
警
察
学
校

に
て
大
卒

の
学
生
に
対
す
る
講
義
を
実

施
し
た
際
、
以
前
と
比
べ
て
多
種
多
様

な
経
歴
や
興
味
深

い
経
験
等
を
有
す
る

若
手
人
材
が
多

い
こ
と
が
大
変
印
象
的

で
し
た
。

最
近

の
若

い
世
代

の
動
向
に
驚
か
さ

れ
る
こ
と
が
多

々
あ
り
ま
す
が
、

い
わ

ゆ
る

「
警
察
官
ら
し
い
人
材
」
が
年

々

減
少
す
る
中
、
若
手
警
察
職
員
の
多
彩

な
特
長
を
伸
ば
し
、
「
県
民

の
安
全

・

安
心
」
の
た
め
に
総
力
を
結
集
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
…
と
今
後
の
島
根
県
警

察
に
大

い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
私

ど
も
幹
部
職
員

の
重
責
を
痛
感
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
中
は
、
関
係
機
関

・
団
体
や
地

域
住
民
の
方

々
と
の
協
働
の
成
果
に
よ

り
、
刑
法
犯
認
知
件
数
や
交
通
事
故
死

滲

挨

島
根
県
敬言
察
本
部
長

者
数
を
全
国
最
少
レ
ベ
ル
に
抑
止
す
る

と
と
も
に
、
総
選
挙
等

に
伴
う
警
護
、

匿
名
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
取
締
り

等
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
職
員

一
丸
と
な

っ
て
全
力
を

尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す

の
で
、
警
友
会

会
員

の
皆
様
方
に
あ
ら
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、

こ
の

一
年
が
実
り

の
多

い
、
充
実
し
た

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ

つ
と

い
た

し
ま
す
。０
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(3)令和 7年 1月 6日 警 友 し ま ね 第39号

==目
畠
===轟==憲 警察本部長・警務部長の紹介

警務部長 略歴 島根県警察本部長 略歴

よこ せ   まさ :き

横瀬 大樹(49歳 )

神奈川県出身

平成10年 3月

青山学院大学法学部卒

○令和 1年 8月

警察庁採用

警察庁海外 FIゴ 杢研究員 (マ ンチェスター大学 )

警察庁長官官房総務課付

警視庁刑事部捜査第一課管理官

奈良県警察本部りr」 事部捜査第二課長

内閣府政策統括官 (防 災担当)付参事官 (災害応
急対策担当)付参事官補佐

警察庁生活安全局少年課課長補佐

警察庁長官官房国家公安委員会会務官付補佐官

警視庁神日警察署長

警察庁生活安全局地域課理事官兼鉄道警察管理室長

愛知県警察本部警務部参事官兼警務課長

警察庁生活安全局生活[.書 マ1策管理官付理事官兼矢|1的 財産権保護対策官

警察庁長官官房付

警察庁長官官房付 |イ ンドネンア国家警察派遣)

警察|十 生活安全局情報技術犯罪対策課情報技術犯罪捜査指導室長

警察庁生活安全局情報技術犯罪対策課情報技術犯
罪捜査指導室長兼生活安全局付

警察庁長官官房付 {内 閣官房副長官補付)

警察庁交通局交通企画課交通安全企画官兼運転免
許課高齢運転者等支援室長

原子力規制委員会原子力規制庁長官官房安全規制
管理官 (核セキュリティ担当,

警察大学校生活安全教養部長

大阪府警察本部交通部長

島根県警察本部長

丸山 直紀 (52歳 )

千葉県出身

平成 8年 3月  一橋大学法学部卒

O平成11年 4月

○平成22年 6月

○平成25年 8月

O平成26年 3月

O平成27年 8月

O平成30年 2月

O平成31年 3月

0令和4年 2月

O令和6年 7月

警察庁採用

在上海日本国総領事館副領事・領事

警察庁刑事局捜査第二課付

福井県警察本部刑事部捜査第二課長

警察庁長官官房人事課付・課長補佐

広島県警察本部刑事部捜査第二課長

警察庁刑事局捜査第一課課長補佐兼広域捜査

指導官兼組織犯罪対策部国際捜査管理官付

警察庁刑事局捜査第二課課長補佐

島根県警察本部警務部長

0平成8年 4月

0平成ll年 7月

0平成11年 8月

0平成12年 8月

0平成14年 9月

0平成16年 3月

0平成18年 4月

O平成20年 1月

O平成21年 10月

O平成23年 2月

O平成23年 ll月

O平成25年 3月

O平成25年 11月

○平成26年 1月

O平成28年 1月

0平成29年 1月

○平成30年 3月

0平成30年 7月

0令和2年 10月

●令和 5年 3月

0令和 6年 7月

令
和
六
年
度
、
第

一

理
事
会
、

評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
六
年
七
月

一
九
日

（金
）
午
後
四
時

か
ら

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に
お
い
て

令
和
六
年
度
、
第

一
回
理
事
会
、
評
議
員
会

を
開
催
し
、次
の
議
案

（議
案
に
つ
い
て
は
、

理
事
会
、
評
議
員
会
と
も
に
同
様
で
あ
り
ま

す
。
）
に
つ
い
て
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項

第

一
号
議
案

（理
事
会
、
評
議
員
会
）

令
和
五
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

（理
事
会
、
評
議
員
会
）

令
和
五
年
度

一
般
会
計
収

支
決
算
報
告
書
及
び
令
和

五
年
度
積
立
金
会
計
決
算

報
告
書

第
二
号
議
案

（理
事
会
、
評
議
員
会
）

令
和
六
年
度
事
業
計
画

（案
）
（次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

第
四
号
議
案

（理
事
会
、
評
議
員
会
）

地
区
会
費
の
改
正
に
つ
い

て

（案
）

第
五
号
議
案

（理
事
会
、
評
議
員
会
）

令
和
六
年
度

一
般
会
計
収

支
予
算
書

（案
）
（次
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

第
六
号
議
案

（理
事
会
、
評
議
員
会
）

役
員

（副
会
長
）
の
選
任

に
つ
い
て

報
告
連
絡
事
項

田
　
役
員

（理
事
、
監
事
）
の
指
名
に
つ

い
て

０
　
全
国
警
友
会
連
合
会
総
会
及
び
中
国

警
友
会
連
絡
協
議
会
の
開
催
状
況
に

つ
い
て

０
　
地
区
警
友
会
活
動
報
告

出
雲
警
友
会
及
び
雲
南
地
域
警
友
会

役
員
の
交
代
に
つ
い
て

副
会
長

（旧
）
桑
本
　
　
巌

（出
雲
警
友
会
）

（新
）
山
根
　
捷
之

（出
雲
警
友
会
長
）

理
　
事

（旧
）
足
立
　
暢
夫

（安
来
地
区
警
友
会
）
、

石
田
　
静
男

（雲
南
地
域
警
友
会
）

（新
）
宇
山
　
　
洋

（安
来
地
区
警
友
会
長
）
、

．高
尾
　
羊

一

（雲
南
地
域
警
友
会
長
）

監
　
事

（旧
）
多
久
和
明
男

（出
雲
警
友
会
副
会
長
）

（新
）
杉
原
　
知
行

（出
雲
警
友
会
副
会
長
）

回
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令和6年度 一般会計収支予算

564,965円

736,000円

……… 0円

170000円

1,470,965円

前 年 度 繰 越 金・

地 区 会 費・

繰   入   金・

雑     1又     入・

合      計・

○収入

○支出

1 役員会及び理事会の開催

2 島根県警友会連合会評議員会の開催

3 全国警友会連合会総会への出席

4 第53同 中国警友会連絡協議会の開催

5 島根県警察官支援の会への出席

6 地区警友会事業活動に対する助成

7 警察活動に対する支援、協力活動の推進

(1)殉職・物故「警察職員慰霊祭」出席及び献花

121 警察学校初任科卒業生に対する記念品の贈呈

131「 県下逮捕術、柔道・剣道大会」への出席

及び会長杯の授与

141「 県下けん銃射撃大会」への出席及び会長

杯の授与

15)「 年頭点検」「向バイ大会」への出席、激励

16, その他警察活動に対する支援、協力

8 米寿会員への記念品料の贈呈

9 新規会員に対する警友会会員記章の斡旋

10 ご逝去会員遺族への弔電

11 会報 (警友 しまね)の発行

12 アフラック加入募集支援

13 たいよう共済加入募集支援

14 その他本会 目的達成上必要事業

…70,000円

…̈16,500円

200,000円

…・58,000円

…・22,000円

…・10,000円

…・10,000円

100,000円

…̈50,000円

…̈ 3,500円

…80,000円

. 150,000円

. 120,000円

…60,000円

・。・50,000円

200,000円

…70,965円

. 200.000円

1,470,965円

初任科卒業生記念品…

慰霊祭供花料…………

会報の発行………………

慶 弔 費………………

全警連年会費…………

県警察官支援の会々費

県防犯連合会々費……

警察活動支援費………

地区警友会事業助成費

功労者表彰記念品……

全警連総会  ・ ―

中警連連絡協議会……

県警連評議員会………

役員会及び理事会……

通  信  費…………

事  務  費……………

予  備  費……………

積  立  金…………

合    計…………

令
和
六
年
度
全
国
警
友
会
連
合
会
定
時
総
会
が
六
月

一
八
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

「グ
ラ

ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
島
根
県
か
ら
は
伊
藤
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
は
、①
令
和
五
年
度
収
支
決
算

（案
）
に
つ
い
て
、②
理
事
の
選
任

（案
）、

③
監
事
の
選
任

（案
）、
④
諮
問
委
員
の
承
認

（案
）
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
全
て
、
全
会

一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年

一
〇
月
四
日
、
松
江
市
の

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に
お
い
て

「第
五
三
回
中

国
警
友
会
連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
警
友
会
連
合
会
か
ら
は
会
長
の
米
村
敏
朗

氏
に
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
中
国
四
県
か
ら
は
各
県
警
友
会
会
長
、
副
会
長
な

ど
の
役
員
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
伊
藤

一
成
会
長
以
下
六
名
が

出
席
い
た
し
ま
し
た
。

開
催
県
で
あ
る
伊
藤
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
来
賓
の
米
村
全
警
連
会
長
、
丸
山
島
根
県
警
察

本
部
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
協
議
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
県
警
友
会
か
ら
は
、

○
鳥
取
県
警
友
会
連
合
会
の
現
状
に
つ
い
て

（鳥
取
県
）

○
警
友
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

（岡
山
県
）

○
広
島
県
警
友
会
の
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

（広
島
県
）

○
山
口
県
警
友
会
の
概
要

（山
口
県
）

○
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
の
推
進
に
つ
い
て

（島
根
県
）

の
発
表
が
な
さ
れ
、
各
県
の
課
題
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
次
回
開
催
県
を
山
口
県
と
す
る
こ
と
と
し
、
決
議
文
を
全
会

一
致
で
採
択
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

米
村
会
長
挨
拶

中
国
地
区
連
絡
協
議
会
の
開
催
に
当
た
り

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
ご
列
席
の
警
友
会
会
長
、
役
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
地
元
警
友
会
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
全
国
警
友
会
連
合

会
の
運
営
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
会
議
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
島
根
県
警
友
会
連
合
会
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に

□

第
五
三
回
中
国
警
友
会
連
絡
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

全
国
警
友
会
連
含
会
定
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

全
国
警
友
会
連
合
会
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よ
り
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
国
内
情
勢
を
見
て
み
ま
す
と
、
相
変
わ
ら
ず
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
深
刻
な
こ

と
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
著
名
人
へ
の
な
り
す
ま
し
な
ど
に
よ
る
投
資
詐
欺
や
ロ
マ
ン

ス
詐
欺
の
被
害
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
被
害
も
急
増
し
て
お
り
、

サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
が
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
民
の
不
安
感
を
払
拭
し
、
日
本
警
察
の
信

頼
を
回
復
し
て
い
く
た
め
に
は
、
警
察
組
織
が

一
体
と
な

っ

て
安
心

・
安
全
な
日
本
の
実
現
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
ひ
と
り
警
察
だ
け
の
力
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
な
か

な
か
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
警
友
会
に
お
け
る
き

め
細
か
な
支
援
活
動
を
引
き
続
き
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
全
警
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
皆
様
の
各
種
活
動
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
ｃ

全
国
警
友
会
の
具
体
的
な
活
動
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
を
始
め
と
し

た
各
種
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
安
全
運
動
、
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
な
ど
、
正
に
地
域

に
密
着
し
た
活
動
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
中
国
地
区
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
各
警
察
本
部
等
に
対
す
る
支
援
活
動
等
を
日
頃
か
ら

推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
積
極
的
な
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
中
国
地
区
の
各
警
友
会
の

一
層
の
ご
発
展
と
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

決
　
議

内
外
の
情
勢
が
極
め
て
重
大
な
時
局
に
際
し
、
我
々
警
友
会
は
、

各
県
警
友
会
と
相
互
に
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
か
つ
て
警

察
に
職
を
奉
じ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
て
、
会
員
の
団
結
と
組
織
の

強
化
に
努
め
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
治
安
維

持
の
た
め
に
日
夜
職
務
に
精
励
さ
れ
て
い
る
警
察
職
員
に
感
謝
と

敬
意
を
表
し
、
警
察
活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
す

る
こ
と
を
こ
こ
に
決
議
す
る
。

令
和
六
年

一
〇
月
四
日

第
五
三
回
中
国
警
友
会
連
絡
協
議
会

日″||、、

全国警友会連合会会長

○
令
和
六
年

一
月
四
日

「
警
友
し
ま
ね
」
第
三
人
号
を
作
成
し
、

会
員
及
び
関
係
先

へ
配
布
し
た
。

○
令
和
六
年

一
月

一　
一
日

警
察
学
校
に
お

い
て
警
察
本
部
年
頭
点
検

が
実
施
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出
席
し
激
励

し
た
。

○
令
和
六
年

一
月
三

一
日

島
根
県
警
察
学
校
に
お

い
て
初
任
科
第

一
七
四
期
卒
業
式
が
実
施
さ
れ
、
伊
藤
会

長
が
出
席
し
て
警
友
会
記
念
品
を
授
与
し

た
。

○
令
和
六
年
五
月

一
五
日

米
寿
該
当
者

一
二
名
に
対
し
伊
藤
会
長
名

で
記
念
品
料
を
贈
呈
し
た
。

○
令
和
六
年
五
月

一
五
日

松
江
市
の

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に

お
い
て
島
根
県
警
察
官
支
援
の
会
が
開
催

さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出
席
し
た
。

年頭点検

.:―― ‐、
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○
令
和
六
年
六
月
八
日

東
部
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県
下

白
バ
イ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が

出
席
し
激
励
し
た
。

○
令
和
六
年
六
月

一
八
日

東
京
都
千
代
田
区
の

「
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
」
に
お
い
て
全
国
警
友
会
連
合
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出
席
し

た
。

り

○
令
和
六
年
六
月

〓
二
二

四
日

県
立
武
道
館
に
お
い
て
県
下
逮
捕
術
、
柔

道

・
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長

が
出
席
し
、
会
長
杯
を
授
与
し
た
。

○
令
和
六
年
七
月

一
九
日

松
江
市
の

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に

お
い
て
、
島
根
県
警
友
会
連
合
会
第

一
回

理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
を
合
同
説
明
方

式
に
よ
り
開
催
し
、
令
和
五
年
度
事
業

・

決
算
報
告
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画

・
予

算
、
地
区
会
費
の
改
正
、
役
員
の
選
任
等

に
つ
い
て
審
議
し
、
各
議
案
が
承
認
さ
れ

た
。
評
議
員
会
終
了
後
、
警
察
本
部
幹
部

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

○
令
和
六
年
九
月

一
三
日

警
察
学
校
射
撃
場
に
お
い
て
県
下
け
ん
銃

射
撃
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出

席
し
会
長
杯
を
授
与
し
た
。

○
令
和
六
年
九
月
二
五
日

島
根
県
警
察
学
校

に
お

い
て
初
任
科
第

一
七
五
期
卒
業
式
が
実
施
さ
れ
、
伊
藤
会

長
が
出
席
し
、
警
友
会
記
念
品
を
授
与
し

た
。

○
令
和
六
年

一
〇
月
四
日

松
江
市
の

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に

お
い
て
、
本
県
主
催
に
よ
る

「第
五
三
回

中
国
警
友
会
連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
、

全
国
警
友
会
連
合
会
の
米
村
会
長
、
中
国

四
県
の
各
県
警
友
会
会
長
、
副
会
長
な
ど

の
参
加
を
い
た
だ
き
協
議
、
情
報
交
換
を

行

っ
た
。
本
県
か
ら
は
、
伊
藤
会
長
以
下

六
名
が
出
席
し
た
。

iル

県下白バイ大会

県下逮捕術、柔道・剣道大会

県警友会連合会理事会・評議員会県下けん銃射撃大会

初任科第175期卒業式
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中国警友会連絡協議会

○
令
和
六
年

一
〇
月

一
〇
日

島
根
県
警
察
本
部
に
お
い
て
永
年
勤
続
職

員
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出

席
し
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

○
令
和
六
年

一
〇
月
三
〇
日

島
根
県
警
察
学
校
に
お
い
て
殉
職
警
察
職

員
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出

席
し
、
献
花
を
行

っ
た
。

彰
を
目
的
に

「希
望
賞
」
（
二
月
）
を
授
与

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
会
で
は
防
犯
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
た
め
警
友
サ
ポ
ー
ト
テ
ー
ム
を
編

成
し
て
い
ま
す
が
、　
一
一
月
二

一
日
、
松
江

警
察
署
世
良
生
活
安
全
課
長
を
講
師
に
特
殊

詐
欺
や
匿
名

・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
犯

罪
情
勢
に

つ
い
て
研
修
会
を
開
催
、
そ
の

後
、
他
の
会
員
と
と
も
に
第
三
二
回
暴
力
追

放

・
銃
器
根
絶
島
根
県
民
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

会
員
の
慶
弔
対
応
に
つ
い
て
は
、
総
会
開

催
に
合
わ
せ
て
長
寿
会
員
、
勲
章
受
章
者
に

対
し
て
お
祝
い
金
を
お
渡
し
し
、
欠
席
者
に

は
郵
送
し
て
祝
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
訃
報
に
際
し
、
会
長
が
葬
儀
に
参
列

す
る
と
と
も
に
ご
遺
族
の
ご
意
向
を
受
け
て

警
察
関
係
者
用
の
受
付
を
設
置
し
ご
支
援
を

行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
諸
物
価
の
高
騰
等

を
受
け
て
二
五
年
ぶ
り
に
年
会
費
の
増
額
を

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
長
寿
会
員

・
勲
章
受

章
者

へ
の
お
祝
い
金
の
増
額
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

会
員

へ
の
情
報
提
供
は
、
当
会
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
総
会
等
の
会
議
資
料

や

活

動

状

況
、
連
絡
事

項
等
の
情
報

を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま

た
、
「
メ

ー

リ
ン
グ
リ
ス

ト
」
を
設
定

し
、
登
録
者

に
対
し
て
会

の
情
報
を
直
接
送
信
す
る
と
と
も
に
行
事
の

出
欠
集
計
に
も
活
用
す
る
な
ど
、
印
刷
費
の

縮
減
、
事
務
の
効
率
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
新
年
の
幹
事
会
開
催
時
に
新

年
会

（
一
月
）
、
総
会
開
催
時
に
意
見
交
換

会

（六
月
）
を
開
催
し
、
会
員
の
親
睦
を
図

っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
会
員
相

互
の
親
睦
、
警
察
活
動

へ
の
協
力
、
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
一
月
二

一
日
、
足
立
美
術
館
近
く
の
「
さ

ぎ
の
湯
荘
」
に
お
い
て
、
会
員

一
二
名
出
席

の
下
、
安
来
地
区
警
友
会
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
に
伴

い
、
今
後
の
活
動
を
い
か
に
展
開
し
て
い
く

の
か
な
ど
、
そ
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
熱
心

に
協
議
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
小
谷
安
来
警
察
署
長
以
下

幹
部
八
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

宴
も
盛
り
上
が
る
中
、
大
師
範
で
あ
る
岩

佐
会
員
夫
妻

他
会
員
有
志

に
よ
る
安
来

節
や
銭
太
鼓

等

の
披
露
も

飛
び
出
し
盛

会

と

な

り
、

会
員
相
互
や

現
職
の
皆
様

と
の
親
睦
も

一
層

深

ま

永年勤続職員表彰式

松江警察署に対する術科訓練激励

松
江
警
友
会
で
は
、
地
元
松
江
警
察
署
の

活
動
支
援
と
し
て
、
術
科
大
会
に
向
け
た
訓

練

（六
月
）
や
歳
末
警
戒

（
一
二
月
）
を
支

援
す
る
た
め
、
会
長
が
警
察
署
を
訪
問
し
激

励
を
行
う
と
と
も
に
、
優
秀
署
員
の
活
動
顕 警察職員慰霊祭
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り
、
会
員

一
同
明
日
へ
向
か

っ
て
元
気
と
精

気
を
養
い
培
う

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
八
日
雲
南
市
某
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
後
初
の
警
友
会
総
会
で
役
員
が

交
代
し
、
懇
親
会
に
は
新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ

り
、
雲
南
警
察
署
の
署
長
以
下
幹
部
を
お
招

き
し
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
ｃ

雲
南
地
域
警
友
会
は
、
旧
三
成
署
、
旧
掛

合
署
、
旧
木
次
署
の
広
域
に
わ
た
る
管
内
の

メ
ン
バ
ー
四
人
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ

の
約
三
割
は
他
の
管
内
に
居
住
し
雲
南
署
に

縁
故
の
あ
る
退
職
者
の
方
が
占
め
て
お
り
、

懇
親
会
に
も
遠
路
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
は
大
変
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
す
る
管
内
で
す
が
、
署
員
の

方
の
総
合
力
を
発
揮
し
た
各
種
取
組
み
と
、

警
察
Ｏ
Ｂ
を
含
む
地
域
安
全
推
進
員
や
少
年

補
導
員
な
ど
の
声
掛
け

。
見
守
り
活
動
等
の

お
蔭
で
治
安
が
保
て
て
お
り
、
そ
の
ご
労
苦

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

再
任
用
制

度

が

発

足

し
、
退
職
者

で
警
友
会
に

入
ら
な
い
方

が

い

る

な

ど
、
以
前
と

は
様
変
わ
り

し
、
課
題
が

あ

り

ま

す

が
、
今
後
と

も
魅
力
あ
る

警
友
会
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。桑

本
前
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
ま
し
た

山
根
で
す
。

多
く
の
先
輩
方
の
御
指
導
を
仰
ぎ
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
任
期
を
全

う
し
た
く
思
い
ま
す
。

会
員
は
、
新
年
度
に
新
入
会
員
五
名
を
迎

え
、
二
〇
四
名
と
な
り
ま
し
た
。
五
月
二
三

日
の
役
員
会
に
続
き
、
八
月
二
日
に
三
六
名

の
会
員
の
出
席
を
得
て
総
会
を
開
催
し
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
は
警
察
署
長
を
は
じ
め
署

の
幹
部
の
皆
さ
ん
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
「
警
察
に
協
力
し

て
民
警

一
体
の
実
を
あ
げ
る
」
と
い
う
会
則

の
目
的
に
従
い
、
毎
年
恒
例
の

「出
雲
神
話

祭
り
」
や

「出
雲
大
社
雑
踏
警
備
」
を
支
援

し
た
ほ
か
、
警
察
署
の
新
築

（増
築
）
工
事

に
伴
い
昨
年
度
に
引
き
続
き
出
雲
ド
ー
ム
で

開

催

さ

れ

た

「歳
末
特

別
警
戒
出
動

式
」
の
支
援

も
行
い
ま
し

た
。
会
員
自

身
も
警
察
署

が
所
管
す
る

地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活

動
に
積
極
的

に
参
加
す
る

な
ど
、
組
織
を
挙
げ
て

「安
全
で
安
心
な
出

雲
市
」
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

出
雲
警
察
署
の
落
成
式
が

一
二
月
二

一
日

に
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
会
を
代
表
し

て
出
席
し
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

最
近
は
、
豪
雨
に
よ
る
水
没
・が
け
崩
れ
、

地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
等
自
然
災
害
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
闇
バ
イ
ト

（ホ
ワ

イ
ト
案
件
）
等
に
よ
る
強
窃
盗
等
の
人
災
が

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
金

欲
し
さ
か
ら
人
を
平
気
で
傷
つ
け
る
若
者
の

短
絡
的
な
行
動
は
、
人
と
人
と
の
絆
が
失
わ

れ
て
い
る
現
代
社
会
の
弊
害
で
は
な
い
か
と

思

い
ま
す
ｃ

そ
ん
な
社

会
で

一
生
懸

命
業
務
を
こ

な
し
て
い
る

現
役
警
察
官

は
、
我

々
の

時
代
よ
り
も

本
当
に
大
変

だ
ろ
う
と
頭

が
下
が
り
ま

す
。我

々
も
何

か
手
助
け
が

出
来
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
各
種
ウ
イ
ル

ス
の
発
生
、
そ
し
て
新
規
加
入
が
見
込
め
ず
、

高
齢
化

。
会
員
数
の
減
少
等
に
よ
り
そ
れ
も

出
来
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
嘆
い
て
ば
か
り
で
は
前
に
進
む
こ

と
が
出
来
な
い
の
で
、
老
体
に
ム
チ
打

っ
て
、

せ
め
て
迷
惑
は
か
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

日
々
考
え
て
い
ま
す
。

現
役
、
警
友
諸
兄
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

島
根
県
の
治
安
維
持
に
努
力
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

邑
智
郡
警
友
会
は
現
在
八
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
が
、令
和
元
年
以
降
入
会
者
は
無
く
、

反
対
に
転
出
等
で
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
会
員
が
邑
智
郡
内
に
点
在
し

て
生
活
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
が
揃

っ

て
活
動
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

従

っ
て
、
会
員
各
自
が
住
居
地
内
に
お
い

て
交
通
監
視
、
見
守
り
隊
、
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
、
自
治
会
活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

交
通
安
全
活
動
及
び
防
犯
活
動
等
を
実
施
し

て
い
る
状
況
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

開
催
を
自
粛
し
て
い
た
総
会
及
び
懇
親
会
の

開
催
に
つ
き
ま
し
て
も
、
会
員
の
入
院
、
家

族
の
介
護
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
体
調
不

良
等
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
こ
そ
は
会
員
全
員
体
調
を
整
え

て
、
川
本
警
察
署
長
に
出
席
し
て
い
た
だ
き

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

江
津
警
友
会
で
は
、
七
月

一
二
日
、
市
内

「会
館
吾
妻
」
に
お
い
て
、
会
員

一
六
名
が

出
席
し
、
令
和
六
年
度
の
総
会
並
び
に
懇
親

雲南地域警友会総会記念撮影
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会
を
開
催
し

ま
し
た
。

総

会

で

は
、

冒

頭
、

物
故
会
員

ヘ

の
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
各

議
案

の
審
議

等

を

行

い
、

そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
諸
事
情
に
よ
り
、
懇

親
会
は
警
友
会
員
の
み
で
行

い
ま
し
た
が
、

江
津
警
察
署
の
小
林
署
長
、
大
本
次
長
に

は
、
総
会
の
中
で
其
々
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
昨
年
の
総
会
以
来

一

年
ぶ
り
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
数

年
ぶ
り
に
会
う
会
員
も
お
り
、
杯
片
手
に
お

互
い
の
近
況
や
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、　
一
一
月
に
は
会
員
有
志
で
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
、
秋
晴
れ
の
下
、
珍
・

好
プ
レ
ー
に

一
喜

一
憂
し
な
が
ら
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

当
会
は
今
年
度

一
名
の
会
員
が
加
わ
り
、

三
三
名
と
な
り
ま
し
た
、
九
七
歳
の
最
高
齢

会
員
か
ら
見
れ
ば
六
〇
代
、
七
〇
代
等
は
ま

だ
ま
だ
何
と
か
小
僧
。
令
和
七
年
も
会
員

一

同
、
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。

浜
田
警
友
会
で
は
、
九
月
五
日

「浜
田
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
総
会
と
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
前
年
度

の
事
業
報
告
と
、
本
年

度

の
事
業
計
画
が
提
案
さ
れ
全
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

警
友
会
独
自
の
活
動
は
低
調
で
す
が
、
術

科
大
会

へ
の
激
励
や
島
根
県
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
賛
助
な
ど
を
行

い
ま
し

た
。
会
員
の
個
人
的
な
活
動
と
し
て
、
見
守

り
活
動
や
民
生
委
員
な
ど
地
域
住
民
の
た
め

に
活
動
さ
れ
て
い
る
人
が
数
人
お
ら
れ
、
住

民
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
と
な

っ
て
い
ま
す
、
浜
田
警

友
会
の
会
計
事
務
を
警
友
会
が
担
当
す
る
た

め
の
、
諸
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
浜
田
警

察
署
の
幹
部
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
は
や
や
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
る
に
つ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
、
会
員
は
退
職
後
の
現
況
や
警
察
幹
部

の
方
か
ら
は
現
場
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
大
い
に
語
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

会
員
は
ま
す
ま
す
高
齢
化
し
、
会
員
数
の

増
加
が
当
分
見
込
め
な
い
状
況
の
中
、
今
後

い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、
気
候
変
動
の
影
響
や
物
価
上

昇
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
等
、
ま
た

新
た
な
課
題
が
顕
著
に
な

つ
て
来
る
な
ど
、

中
々
平
穏

で

心
穏
や
か
な

隠
居
生
活
と

い
う
わ
け
に

は
参
り
ま
せ

ん
。こ

う
し
た

中
、
我

々
益

田
警
友
会
は

会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
や

ご
協
力
が
あ
り
、
健
全
な
活
動
を
継
続
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

例
年
の
こ
と
で
す
が
、
以
下
、
主
要
行
事

を
紹
介
し
ま
す
。

○
総
会
の
開
催

六
月
八
日
、
会
員
二
〇
名
に
参
加
い
た
だ

き

「令
和
六
年
度
の
警
友
会
総
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
大
き
な
懸
案
事
項
は
な

く
、
益
田
署
か
ら
様
々
な
概
況
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
、
警
察
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し

さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
席
上
、
県
下
剣
道

・
柔
道
、
逮
捕

術
大
会

の
激
励
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
総
会
終
了
後
に
開
催
し
た
懇
親
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
も
多
く
、
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

○
し
ま
ね
安
全
ド
ラ
イ
ブ

コ
ン
テ
ス
ト
ヘ
の

参
加

今
年
で
五
年
連
続

の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
多
く
は
高
齢
者
講
習
の
対
象
者

で
も
あ
り
、
高
齢
者
に
よ
る
重
大
事
故
が
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
こ

の
頃
、
改
め
て
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
に
つ

い
て
考
え
、
実
践
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

〇

一
日
研
修
の
開
催

一
〇
月
二
六
日
、
会
員
が
集
ま
る
機
会
作

り
の

一
環
と
し
て
行

っ
て
い
る
「
一
日
研
修
」

を
益
田
グ
ラ
ン
ト
ワ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
研
修
会
の
講
師
は
、
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
の
山
田
邦
子
氏

（演
題
　
大
文
夫
だ

よ
、
が
ん
ば
ろ
う
）
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、

会
員
及
び
ご
家
族
等
二
六
人
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
流
石
に
お
笑
い
芸
人
だ
け

あ

っ
て
大
笑
い
し
な
が
ら
の
学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。
や
は
リ
テ
レ
ビ
で
観
る
の
と
は
違

い
臨
場
感
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
活
性
化
し

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
無
料
市
民
公
開
講
演
会
は
、

益
田
法
人
会
が
主
催
す
る
も
の
で
す
が
、
長

年
、
継
続
し
て
、
聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
整
理
券
を
快
く
確
保
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。

講
演
会
終
了
後
は
、
館
内
で
レ
ス
ト
ラ

ン
に
お
い
て
い
つ
も
の
よ
う
に
茶
話
会
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
お
互
い
の
健
康
管

理
策
を
披
露
し
て
和
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

会
員
は

一
一
人
と
小
規
模
か

つ
高
齢
化

の
塾
一一早
及
〈
〓

の
運
営
を

い
か
に
す

る
か
大
き

な
課
題
が

残
さ
れ
て

い

ま

す

が
、
会
員

一　
丸

と

な

っ
て
乗

り
切

っ
て

■●
=11‐

`.

浜田警友会総会記念撮影

益田警友会総会
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で
、
全
員
集
ま

っ
て
の
活
動
は
、
困
難
な
状

況
で
す
。

し
か
し
、　
一
〇
二
歳
の
竹
内
信
雄
大
先
輩

が
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
、
昨
年
二
名

（道
仙

昌
弘

・
渡
邊
英
夫
氏
）
が
入
会
さ
れ
る
な
ど

喜
ば
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
細
々
と
し
た
活
動
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
数
点
紹
介
し
ま
す
。

○
　
総
会
を
九
月
二
七
日
、
旅
館

「
明
月
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
四
名
と
少

な
く
案
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
始
ま
る

と
議
論
沸
騰
、
特
に
県
連
合
会
提
案
の
地

区
会
費
改
正
に
意
見
が
続
出
、
時
間
切
れ

で
よ
う
や
く
収
束
す
る
な
ど
活
発
な
状
況

で
し
た
。
続
い
て
松
原
稔
英
署
長
以
下
六

名
の
ご
出
席
を
頂
き
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
最
初
は
全
員
緊
張
気
味
で
し
た
が
、

五
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
場
は

一
変
、
話

が
尽
き
な
い
位
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

○
　
各
術
科
大
会
出
場
選
手

へ
の
激
励
を
行

い
ま
し
た
。
剣
道
で
は
大
会
前
の
稽
古
に

会
員
も
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
某
若
手
署
員

か
ら

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
」
と
声
掛
け

が
あ
り
、
よ
く
拝
見
し
ま
す
と
、
何
と

一
〇
葎
十
前

剣
道
教
室

で
小
学
五

年
生
だ

っ

た
方
で
し

た
。
ビ

ツ

ク
リ
す
る

や
ら
懐
か

し
い
や
ら

で
楽
し
く

稽
古
し
ま

し
た
。
な
お
数
年
前
津
和
野
署
が
逮
捕
術

優
勝
、
剣
道
三
位
と
い
う
快
挙
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
も
申
し
添
え
激
励
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（プ
レ
ツ
シ
ャ
ー
に
な

っ

た
か
な
？
）

○

「
し
ま
ね
安
全
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト

二
〇
二
四
」
へ
引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た
。

全
会
員
が
応
募
、
会
員

一
名

。
現
職
二
名

を

一
チ
ー
ム
と
し
て
、
無
事
故

・
無
違
反

を
目
指
し
て
安
全
運
転
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
　
こ
れ
か
ら
も
、
①
継
続
す
る
コ
ロ
ナ

・

イ
ン
フ
ル
対
策
、
②
少
人
数
、
③
高
齢
化

等
を
鑑
み
な
が
ら
積
極
的
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
〇
月
四
日
、
島
後
警
友
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
島
後
警
友
会
か
ら
隠
岐

の
島

警
察
署
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
た
横

断
幕
を
会
員
の
皆
様
に
初
め
て
公
開
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
隠
岐

の
島
ら
し

い
牛
突

き
の
絵
柄
に

「
隠

岐

魂

」

と
書
か
れ
た

非
常
に
力
強

い
立
派
な
も

の
が
出
来
上

が

つ
て
い
た

こ
と
を
嬉
し

く
思

い
ま
し

た
。会

議
終
了

後
、
署
員
の
方
を
交
え
た
懇
親
会
は
実
に
五

年
ぶ
り
で
し
た
が
、
上
野
署
長
を
は
じ
め
幹

部
の
方
と
、
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
本
音
で
語
り
合
う
懇
親
会
は
大
変
有

意
義
な
も
の
で
し
た
。

隠
岐
の
島
警
察
署
の
方
々
の
今
後
の
更
な

る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
一
月
二
二
日

（金
）
、
西
ノ
島
町
の

「隠

岐
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
鶴
丸
」
に
お
い
て
、

岩
谷
浦
郷
警
察
署
長
を
は
じ
め
警
察
署
幹
部

の
皆
様
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
島
前
警
友

会
総
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
ｃ

総
会
で
は
、
会
長
挨
拶
、
管
内
の
治
安
情

勢
や
警
察
活
動
状
況
等
の
警
察
署
長
挨
拶
に

続
い
て
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
事

務
局
か
ら
、

県
外
か
ら
転

入
さ
れ
た
方

一
人
が
新
た

に
会
員
と
な

ら
れ
会
員
が

七
人
と
な

っ

た
旨
の
う
れ

し
い
報
告
が

あ
り
、
新
会
員
の
方
も
早
速
総
会
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
隠
岐
特
有

の
荒
れ
た
天
気
に

な
り
内
航
船

の
欠
航
を
心
配
し
な
が
ら
の
総

会
で
し
た
が
、
幸

い
な
こ
と
に
欠
航
も
な
く
、

総
会
後

の
懇
親
会
で
は
、
新
鮮
な
海
の
幸
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
近
況
や
思

い
出
話
な
ど

に
花
を
咲
か
せ
、
杯
を
交
わ
し
て
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

鹿足郡警友会総会記念撮影

島根県警友会連合会役員名簿
県連役職名 地区警友会役職名 氏  名 住  所

顧    間 松江 ・顧問 竹Ш奇 輝雄 松江市

顧    問 松江 ・顧問 岩垣 保寿 松江市

顧    間 松江 ・顧問 雪野  博 松江市

会   長 松江 ・会長 伊藤 一成 松江市

日」 会 長 松江 ・副会長 漏中原 優二 松江市

日」 会 長 出雲 ・会長 山根 捷之 出雲市

副 会 長 浜田・会長 岡本  栄 浜田市

理   事 安来地区・会長 宇山  洋 松江市

理   事 雲南地域 .会長 高尾 羊― 雲南市

理   事 大田・会長 釜田  彰 大田市

理   事 益 田・会長 村上 正行 益田市

監    事 松江 副会長 園山  隆 松江市

監   事 出雲・副会長 杉原 矢□行 出雲市

評 議 員 松江・副会長 河村 英夫 松江市

評 議 員 安来地区・副会長 後藤 史男 安来市

評 議 員 安来地区・副会長 大和  操 安来市

評 議 員 雲南地域 ・副会長 松岡日出夫 雲南市

評 議 員 雲南地域 ・副会長 若槻  満 仁多郡奥出雲日丁

評 議 員 出雲・副会長 多久和明男 出雲市

評 議 員 大田・副会長 岩山寺 拓治 松江市

評 議 員 大田・副会長 川上  穂 松江市

評 議 員 大田・副会長 坂田 禾□朗 大田市

評 議 員 邑智郡 ・会長 岡田 昭夫 邑智郡邑南町

評 議 員 邑智郡・副会長 藤浦 博孝 邑智郡 邑南町

評 議 員 江滓・会長 佐田尾訓司 江津市

評 議 員 江滓・副会長 横田 勝美 江津市

評 議 員 浜田・副会長 万代 大夫 浜田市

評  議 員 浜田・副会長 田中 英三 浜田市

評 議 員 益田・副会長 坂根 恭平 益田市

評 議 員 益田・副会長 増野 利夫 益田市

評 議 員 鹿足郡・会長 小林 了一 鹿足郡津和野町

評 議 員 鹿足郡・副会長 加藤 茂樹 鹿足郡吉劃 丁

評 議 員 鹿足郡 ・副会長 金子 義則 鹿足郡津相野田]

評 議  員 島後・会長 代木 良範 松江市

評 議 員 島後・副会長 高野 長樹 隠岐郡隠岐の島町

評 議 員 島前・会長 渡部 弘行 隠岐郡海士町

評 議  員 島前・副会長 川本 博樹 隠岐郡知夫村

事 務 局 長 折戸  誠 松江市

事務局次長 長谷川正紀 松江市 島前警友会記念撮影

事零奎華
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次

の
会
員

の
皆
様
方
が
晴
れ

の
栄
誉
あ

る
受
章
を
さ
れ
ま
し
た
。

心

か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
益

々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鐙
【春
の叙
勲
】

囲
国
爾
国
屹
颯
塚
餃
鰈

一一一一．．一一

藤
原
　
治
雄
　
（松
江
警
友
会
）

躙
闘
饉
鶴
炒
顆
靡
躙
玲
鰈
躙
漑
一一

高
木
　
　
晃
　
（松
江
警
友
会
）

佐
伯
　
敏
則
　
（松
江
警
友
会
）

野
尻
　
一
男
　
（松
江
警
友
会
）

長
谷
川
芳
人
　
（松
江
警
友
会
）

早
川
　
忠
義
　
（松
江
警
友
会
）

坂
根
　
　
肇
　
（安
来
地
区
警
友
会
）

万
代
　
大
夫
　
（浜
田
警
友
会
）

翻
国
鐵
削
瑕
鰈
陽
鰈
躙
輻
一一一一『一一一̈一一一一一一一一一な一

細
田
　
博
明
　
（松
江
警
友
会
）

永
井
　
　
昇
　
（雲
南
地
域
警
友
会
）

―
，″″
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

は
【秋
の
叙
勲
】

攀一一一魏
一一課
一簑
一蓋
一一一一ミ
葺
ミ
■

武 小
田 林

康
好 人

永
瀬
　
省
二

永
田

　

一
紀

（出
雲
警
友
会
）

（出
雲
警
友
会
）

（出
雲
警
友
会
）

（浜
田
警
友
会
）

安
達

漆
谷

金
山

中
本

須
田

山
田

若
槻

敏
幸

悦
男

幸
生

繁
範晃

利
充満

暉
吻
鐵
漑
一一一躙
輻
一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一一一一一簗一一一一一一一一一一一一

郷
原
　
敏
夫
　
（雲
南
地
域
警
友
会
）

後
藤
　
　
剛
　
（安
来
警
友
会
）

名
原
　
清
治
　
（松
江
市
）

野
海
　
守
正
　
（益
田
警
友
会
）

福
江
　
幸
悦
　
（出
雲
警
友
会
）

布
野
　
英
男
　
（出
雲
警
友
会
）

森
田
　

一
幸
　
（松
江
警
友
会
）

お
こ
と
わ
り

警
察
本
部

で
の
伝
達
式

の
叙
勲
受
章
者

の
写

真

で
、
受
章
者
全
員

の
写
真

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（松
江
警
友
会
）

（出
雲
警
友
会
）

（松
江
警
友
会
）

（松
江
警
友
会
）

（出
雲
警
友
会
）

（出
雲
警
友
会
）

（雲
南
地
域
警
友
会
）

春の叙勲者の皆様秋の叙勲者の皆様

米
寿
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

県
警
友
会
連
合
会

で
は
、
御
祝
金
を
贈

り
、
長
寿
を
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。

《
松
灌
鬱一一一【趙
轟震
》

勝
田
　
　
洋
　
　
渡
部
　
　
治

堀
　
　
徹
哉
　
　
片
寄
　
安
江

高
井
　
隆
明

《
霧
繭
隧
瑕
撃一一一攣骰
轟震
隕

佐
藤
　
映
子

《
臨
轟一肋
一一一］文
食
》

内
部
　
靖
子
　
　
岡
　
　
輝
幸

深
田
　
整
司

《
餃
蜃
鬱一一一』震
会
》

大
賀
　
　
勲

《
儘
ド
壌一一一絲震
轟薫
ν

柳
井
　
　
昇
　
　
吉
原
喜
代
士

叙
勲
受
章
者

（
敬
称
略
・順
不
同
》

令
和
六
年

米
寿
警
友
会
員

（昭
和

一
二
年

一
月

一
日
か
ら

昭
和

一
二
年

一
二
月
三

一
日
生
）

年
度

《
敬
称
略

・

ヽ _
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《
敬
称
略

。

☆
松
江
警
友
会

足
立
　
誉

　

佐
々
木
肇

松
本
好
尚

　

出
川
篤
志

草
間
裕
血
（
　

服
部
　
浩

森
　
昭
夫

☆
雲
南
地
域
警
友
会

野
田
秀
樹

☆
出
雲
警
友
会

寺
地
　
勇

　

長
谷
川
誠

青
木
　
厚

　

西
村
員
弓

☆
江
津
警
友
会

脇
田
堅
司

☆
益
田
警
友
会

川
本
照
夫

員
紹
介福

間
智
則

福
島
忠
男

飯
塚
誠
司

永
田
輝
弘

令
和
五
年

一
二
月

一
日
か
ら
令
和
六
年

一
一
月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
、
警
友
会
員
は
次
の
方
々
で
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

ご
逝
去
年
月
日

（年
齢
）

［松
江
警
友
会
］

［出
雲
警
友
会
中

若
槻
五
十
六
　
令
和
五
年

一
二
月
二
〇
日
（七
九
歳
）

原
　
　
良
司
　
令
和
六
年

　

一
月
二
二
日
（六
〇
歳
）

神
在
　
英
夫
　
令
和
六
年
　
四
月

一
六
日
（七
七
歳
）

松
尾
　
　
滋
　
令
和
六
年
　
八
月
二
〇
日
（九
七
歳
）

川
上
　
洋
悦
　
令
和
六
年

一
〇
月
三
〇
日
（八
三
歳
）

［
江

津

警

友

会

］

池
野
　
末
延
　
令
和
六
年

　

一
月
　
五
日
（九
八
歳
）

伊
藤
壽
美
子
　
令
和
六
年

　

一
月
三

一
日
（九
三
歳
）

［浜

田
警

友

会

］

細
川
　
末
喜
　
令
和
五
年

一
二
月
二
九
日
（九
三
歳
）

前
原
　
忠
士
　
令
和
六
年
　
三
月
　
一
日
（八
四
歳
）

原
田
　
　
賢
　
令
和
六
年
　
九
月

一
六
日
（六
六
歳
）

す
吾
郷
智
恵
子
　
令
和
六
年

一
〇
月
二
四
日
（七
八
歳
）

江
角
　
　
勲
　
令
和
六
年

一
〇
月
二
五
日
（七
九
歳
）

［
安

来

警

友

会

］

谷
口
　
勝
義
　
令
和
六
年
　
二
月
二
九
日
（八
六
歳
）

齊
木
　
哲
孝
　
令
和
六
年

一
〇
月
二
二
日
（八
九
歳
）

岡 村 玉 松 大 梅 上 青 伊 恒 持
村 川 木 浦 塚 木 田 砥 東 松 田

義 好 利  仁   久 洋 瑞
弘 行 雄 雄 誠 志 覺 登 男 佑 年

令
和
五
年

一

令
和
五
年

一

令
和
五
年

一

令
和
六
年

令
和
六
年

令
和
六
年

令
和
六
年

令
和
六
年

令
和
六
年

令
和
六
年

令
和
六
年

一
二
月
二

一
日
（八
九
歳
）

二
月
二
六
日
（八

一
歳
）

二
月
二
七
日
（九
二
歳
）

二
月

一
〇
日
（八
二
歳
）

四
月
三
〇
日
（八
六
歳
）

六
月
　
四
日
（七
六
歳
）

七
月

一
四
日
（七
六
歳
）

九
月
　
六
日
（九
四
歳
）

九
月

一
三
日
（七
六
歳
）

九
月
二
六
日
（七
八
歳
）

〇
月
　
八
日
（八
〇
歳
）

(R61130現在の会員数)

島前
8名

島後
10名

地区警友会の会員数状況

201名
出雲 松江

421名 安来地区
33名大田

36名
雲南地域
48名

益田
61名

浜田
71名

名

鹿足郡
11名

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

警
友
会
員
及
び
そ
の
配
偶
者
が
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
必
ず
、

地
区
警
友
会
と
島
根
県
警
友
会
連
合
会

の
事
務
局
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

気  ・―

轟

《
敬
称
略

。
順
不
同
》

941名

名
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警察職員生活協同組合からのお知らせ

ご存じですか?地震共済金の 補償コース

●30%コースは、物置口車庫を除く建物
100万 円以上又は動産100万 円以上

の損害額が発生したときに支払対象

となります。建物と動産の損害額を

合せて100万 円以上ではありません。

までご連絡ください。

損害の発生原因や被害状況を確認いたします。

連絡が遅れますと、時間の経過とともに損害

との因果関係が不明瞭となり、共済金がお支

払いできない場合があります。早めのご連絡

をお願いいたします。

●20%コースは100万 円未満の損

害も支払対象となります。

最高限度 は火災共済金の30%ま たは20%と な ります。

火災だけでなく、落雷や台風、地震等の自然災害もお支払いの対象です。

火災や風水害、地震等によって建物や動産が損害を受けた場合

被害箇所、被害物、建物全景、表札等の写真を必ず撮影 し、支部担当者

お問合せ。ご相談は、警生協 島根県支部までご連絡ください。

電話 0852-26… 0110 内線2791

共済金額の30%を限度に補償

大きな損害を重視 したい

共済金額の20%を限度に補償

小さな損害から補償

隣の家が火元の

火事も請求対象

です。まずは支部

までご相談ください

されて
■■

=|

ン

一
一
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‡爾類(果鐘鬱

壌病。災書
入院総付

彗雛もヽ瀑織難豪採隣

瘍ポ轟書.・

~1・

玲颯浴

【潟額保障I

‐
― 車苺■確 =●

―t,● ~・ 手‐――

手術

貪国は

義治療総付金

る医療爆蟷

月ごとに 1回

6万円
外来手術のみに該当した月
の場合

3万円
居饗目仁 腱

轟願

病気。ケガ|こ

よつて入饒を

10日以内の場合

―律10日分

Ｅ
Ｅ
Ｅ
薔
Ｅ
Ｅ
篠
養
“
菫
轟
轟
薔

■

3万円

したとき 11日以上の場合

1日につき 3フ 000円

保険料は、2024年 11月 現在のものです。

難輩鶴陸鰺鑢
饉`■は颯

【入議醸磯饉1轟銀 5,000ロ オリジナ′レブ鬱輔‐

撥がんと自倉う人権支えるがん保険です。

初めて「がん」「上皮内新生物」と診断
確定されたとき

賦鐘議鶴饉めのがん保険彰嬢γ等議塵 島事磨参議
ろ鐸1予写1蝙

「がん」「上皮内新生物」の治療を
目的とする入院をしたとき

■■‐

「がん」「上皮内新生物」の治療を目的と
する次のいずれかの通院をしたとき
0所定の治療(*2)のための通院
②初めて診断確定をされた日、所定の
治療(*2)を受けた日、または退院日の
翌日から365日以内の通院

・保障の開始まで所定の待ち期間(保障されない期間)があります。                  保険料は、2024年 11月 現在のものです。

(*2)所定の治療とは、手術・放射線治療(電磁波温熱療法を含む)・ 抗がん剤治療(経 El投与を除く)・ ホルモン剤治療(経口投与を除<)をいいます。

【ご契約の際には、「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり。約款」を必ずご覧ください。】

資料請求 。お問い合わせはフリーダイヤルもしくは
二次元バーコードよりご連絡下さい。

M轟番O哺 29o357嚇盆罐2
隋 募量謀塾ξ

00～ 20100土 日祝 9100～ 17:00)

資料請求いただいたお客様の個人情報の当代理店における利用目

的は、アフラックの各種商品やサービスの案内`提供・維持管理とな
ります。

AF003-2024-043011月 8日 (261108)

慇 弓I受保険会社 yWつ F`'東 京第一法人営業部

〒163-0456 東京都新宿区西新宿2-卜¬新宿三井ビル‐
「 EL 03-6367-3666

月払保険料例 個別取扱
左記プランの場合 Bプラン 6万円
コース

保険料払込期間:終身 定額タイプ

に 大疾病保険料払込免除特約】なし

年齢 男性 女性

60歳 3,387円 2,853円

65歳 4,089円 3,432円

70歳 4,938円 4,140F可

75歳 5,751円 4.845円

80歳 6,795円 5,766円

85歳 8,202円 6,930Fヨ

月払保険料例 集団取扱
左記プランの場合

解約払戻金な しタイプ

保険料払込期間 :終身′定額タイブ

特定保険料払込免除特約な し

彙年齢

60歳 3,420F電 2,065P電
1日につき

5,000露
65歳 4,070F電 2,315円

70歳 4,710円 2,560円

75歳 5,320円 2,830円

80歳 5,945円 3,165円

85歳 6,635円 3,580FЧ

巫

―〔
ヽ

■
■

ｌ
Ｖ

病気・ケガに
よつて手術・放
射線治療を受
けたとき

基
本
保
障

主
契
約

咎撃罐1塁替饉震鷺 踊錢行磐 b…ダ

為慟轟
=丼

餞i菫卜静嵐卜・ラず爾バートナ…Xt

60歳男性|

:‐ ‐時金として
りヽん 上皮内新生物

50万爾 5万菫

辱:O100湾
1日 1こつき

〒101-0054東京都千代圏区神圏錦町3-11-1
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奎整憂理型塵
=2麗

壁墜_菫墾

「紙での手続き」から Fwl③ bでの手続き」
‡通甕繭眩議臥た。        |

ご契約者様に

◇ 自宅
◇ 申込

は 、

場合

契約条件や補償薦容の

鴻池ビル 2階

このたび、環境保護の一環やご契約者様の利便性の向上を目的として、自動
車保険の更新手続き時に送付 しています「更改申込書」を来年より原則廃止と

し、 餘鰺蟻糟瘍手続き_:へ変更することとなりました。

満期 2か月前にお手元に届 く「更改案内書類」
フォンやタブレットなどで読み取 りお手続きの画面に移行、手続きすること

で自動車保険のご継続が完結 します。

をスマー トの「QRコー ド |

「電話によるお手続き」で対応いたします。
スマー トフォンやタブレット・パソコンの操作が苦手な方、契約内容や補償
内容を見直したい方は、輸たいよう共済島根支店までご相談ください。

で行えなしヽ

9

shimane@taiyokyos
fax

~~冒

警察共済組合
保険取扱代理店

※QRコ

鰺
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2025年 3月 1日 以降始期契約用

種自
静圏議

| :

団体扱に未加入の方は
更新の機会にぜひ崚加入ください。
2025撃 3用 鸞轟鑢饉鍵織より太翻爾饉鋼覇1率が

35%から32%へ甍甍と馨診麗じ亀。

■■■■■

■■■■■

■■■■■

■
耳

ロ

暉

口

●

コ

ロ

■‐  ■■■

■■  ‐■ 薔 ■

「

大醸爾簿難馨‡慇量%と

凸鰺畿―鑢議韻難畿O.05を

連乗した結果

爾鰺扱…難払の場合
―般契約0-時払契約

:こ比べて議安

癸炒膠轟。導鰊愧颯

<始期日 :2025年 3月 1日 > 保険期間 :1年 ●自家用普通乗用車 等級 :20等級 (事 故有係数適用期間0年)運転者年令条件 :

35才以上補償 (記名被保険者年令67才、記名被保険者年令別料率区分60～ 69才 )料率クラス :車両8・ 対人 ,自損 8・ 対物 8・ 傷書3
初度登録年月 :令和3年 12月 新車割31 運転免許証の色 :」 ―ル ド 使用目的 :日 常・レジャー使用 ●対人賠償保険 :無制限 対人

臨時費用特約あり 対歩行者等傷害特約あり 対物賠償保険 :無制限 (免 責金額なし)対物超過修理費用特約あり 人身傷害保険 :

5,000万円 傷害一時金特約あり 搭乗者傷害 (死亡・後遺障害)特約 :1,000万円 車両保険 (一般補償):250万 周 (免贅0-10万円)

全損時諸費用特約あり 弁護士費用 (自動車事故型)特約あり 車両保険無過失事故特約あり 不正アクセス・車両の欠陥等1こ よる事故の

被害者救済費用特約あり 心神喪失等による事故の被害者救済費用特約あり □― ドサービス費用特約あり 代車補償対象外特約あり

ドライブレコーダーによる事故発生の通知等に関する特約あり 運転特性情報による保険料算出に関する特約あり 入院・後遺障害におけ

る人身傷害諸費用特約あり 人身傷害家族臨時交通費用特約あり

このチラシは団体扱自動車保険の概要を説明したものです。こ契約|こ あたつて1ま 必ず各社商品バンフ!ノ ツトおよび「重要事IEの こ説明」をあわせてこ覧

ください。また、詳しくは、「こ契約のしおり (普 通保険約款・特約)」 をこ用意していますので、取扱代理店または引受保険会社までこ請求くださしヽ.

こ不明な点につきましては、取扱代理店または引受保険会社におP‐電合わせください。

注)大口団体割引率32%は、2025年 3月 1日から2026年 2月 28日の間に始期日を有するご契約に適用され、警察共済組合のご契約台数と損害率をも

とに毎年見直されます。35.4%割安とは、大口団体割引32%と団体扱―橘払係数 (0.95)を連乗したものです。

慮

こ
と

行

凛
得
だ
ｏ

慧1警察共済組含 島根県支部
スマホによる新規
お見積り:ま こちら

G譴日回D

睫顆たいよう共済島根支店容0852-27-0566
L:艶U shimane@taiyokyosai.jp

■口■ ロ

,1

Eコ ▲

<国内損保A社の場合>

轟


